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  」 ， 吠聡 長吉木高志 - 
このたび、 r 紳一ヒ大学留学百周年配食卓 尭 1 の一環として、 特捌展 「 毎 活歴史のなかの 有学生Ⅰを 曲 催するはこ びと 

なりましね 

百年前の 9 月、 俺込先生は、 近代医学を通じて 祖国 のノ 、 々 を 枚 うことを志し、 本学医学部の 前身であ る仙台医学町 閂竿伎に 人学 

されました。 やがて枝は医学ではなく 文牛で 祖国を牧 う 運を珪 て 月山台を去りますが、 偉大な文学者・ 奉 迅の形成に仙台での 緩が 
持っ意味について @  各通先生自弁が 繰り返し述べ、 また各通先生に 由心を持つ多くの 研究者が注目するところであ ります。 

称述先生の仙台留学を 栢 る 上で欠かすことができないのが、 榊俘 の 教技 であ った ヰ厳九回Ⅰ先生との 藤 出会いです。 廃帝先生が 

毎迫 めよ う に行った 拍俘の ノートへの杣夫 切 ぬ鵜 @ は 、 医学生であ った 毎迅 先生に非常 ぬ席 漱を与えたとのことでた。 仙台を去 

ろと き ; 宙 先生から賭られた、 神別Ⅱと記された 肖像 写弗 を、 各 込先生は肺風後も 甘 帝に 飾り心の励みにされて 1 、 たとのこと 

-% づェ， 

毎 " 込先生はまた、 水牛の歴史のな 力 叫こ 登 排する 妓 初の町学生でもあ りま - 「かつて 檎 前期には、 本学やその 曲連 学校 " 。 。 。 。 

め 中田人学生が 在 拝 し、 その中には丹田後主要な 役 卸を 果たされた方も 少なくあ りません。 その後の不幸 ょ ま時代を終えた 今、 本， ;': 
では再 び 、 多数の留学生を 中田から迎えています。 

現住宋学には、 学術女滝雛の 目的で毎年多くの 中田の方々が 棚 Ⅱまた多くの 中国人留学生が 在席 七 ています。 かっての留学生 

・ 杵迅に 思いを     こ 戎 6 打 迅 先生の央 係俺 科を見学されるのを 兄 るとき、 毎週先生や穏 舟 先生が 、 Ⅱ 木 と中田、 
本学と中由の 交流の架け 枯 としてもⅠ 某な 存在であ ることを．あ らためて 実破 することが出来ます。 

ヰ 何の記念展で 成 文学者・毎週にとっての 出発点であ り、 また同時に 相学と中田との ; 女滝の 原 頃 、 でもあ ろ、 各 込先生の仙台 

留学時代について、 さらには 再迅 先生に焼いて 仙台の地を踏み、 ホ牛のキャンバスで 学んだかっての 留学生の様子について、 本学 

雨夜の 朋 係辞 料 忙を通じ皆はにご 紹介したいと 思います。 かつてこの坤で、 V 迅 先生をはじめとする 留学生たちが 学 晩じたこと 

を知ることを 通じ、 英田そして 軒 来の日中の相互 漱一 Ⅱ 向 促進されていくことを、 強く魚目してい 七 - 「・ 

曲億 にあ たりましてご 協力をいただきました 由係 各位に対し、 この勤を廿りて 御礼申しⅡげます。 
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として来日、 文京 て 

留学生抜 宙窩宙 であ る弘文学院に 学 ぬ 

その   向井 会捧に 拙文 や 7J 、 

1 一 
やがて医学を 志し 19 明年 9 月仙台 Eg 牛 一 " 雄 。 """" 。   "" ぼ 

@ ， C<W@tf@W@ 、 l@N@@ 

践 再び文京に戻り、 文牡 の 川目 、 

/JWShtt@  @SWW&tf. 
i909@mteB@@3F@@@ 

に助辞するが、 やがて 捺独 俺ら； 

「 4 迅 @ の 任名で 「狂人日記』を 弗 まする。 その 後 「 故簾 Ⅱ 呵 Q 正伝」妊の代 

臆 作を次々に発表。 同時に鋭い社会・ 丈ィ """" 。 " 。 瑚 
政府やロ曳 政府の弾圧を 党 遼れ上海移住、 晩年をこの地で 過ごした， 

1930@@tCttfe@{@@aBa@iS@C@@L-0@V5. 
穏紺 常に ロ栢文 の 提耳 を柱とする「文学年 命 Ⅱを作品の中で 実 咄し中 

  "", 。 ""' 。 。 。 。 " 珊 """""" 、 2 。 

失帝 にも 曲 七 % 甘 深く、 上榊代 には 

育成に民力している。 

1 ㏄Ⅰ年 9 月 " 亜 " 慨 ""' 。 。 ' 

田田年 一 """ 。 " 一 ""                 

1 皿年 3 月 抜     
4fl@ ffiWCTW@LT@B 、 jloMm@A ， @ 

Ⅰ ま克 年 3 月 臆 下す 月 林 繍丁拝桁 # 

"" 。 '" " 一       

Ⅰ 几   
1I カ         

Ⅱ 牛 4 打   
7 人   " 一 

""'" " 一     
4 月 "" 。 ";"" 。 "" 甜 """ 。 。 " 轍 

19 ㏄年 7 月   。 。 、 "" 。 

1909@ 8@@ W@VW-IW@@MSS 

1912 年 2 月 樹氏 ] 條へ 。 

1 列 8 年 6 月Ⅱ """ 牡 。 "" 日 """ 

1% り年 8 月       

1921@  12  fl  tWQSSsSSS@@ 

1% 年 6 月 喪 Ⅱ   端 "" 掻   
1926 。 t2"l M" 姑 J@ ㌔ て 

l927 年 l 月一中山㈱となる   
' 。 " " 沸 。 

l936 年 l0 月 勒 



東京から、 仙台 令 ㎡ 

  

  
  

  

  

  

中国留学生会館の 入口の部屋では、 本を若干売っていたので、 た 士には立ち寄ってみろ 価位   
はあ った。 午前中なら、 その内部の ニ 、 三の洋間Ⅱ、 そう居心地は 悪くなかった。 たか夕方に 

なろ ヒ 、 一間の床板かさまってトントン ど地宇 さを立て、 それに部屋中 使 やらほこりやらで 溝 

ダ どなった。 消息通にさいてみろ と 「あ れはメンスの 神古さ」 ヒ いうこ ヒ てあ った。 

ぼ かの土地へ行ってみた㌧ 、 ヒ うたろう。 

そ ごて私は、 仙台の医学専 r Ⅰ学校へ行くこ ヒ どした。   「 朕 軒先生」より ) 
  

17 歳 ク @> とき故郷・紹興を 轍、 やがて南京の 江南 緬 学堂 砿務 鉄路，学堂において 近代科学の -- 

端 に触れた周樹人は、 1902 々 ヰ Ⅹ明治 35 沐にここを優秀な 成 紙 で卒業し、 漸 在宿の官 援 留学生に選 は 

れ日本 m 土を踏む。 20 歳のときであ る。 

耳む ; で彼を待っていたのは、 その数年前から 急激に数を増やしていた、 「 溝国 留学生」たちの 社会 

であ った。 彼らはそのころ 次々と開設された 弘文学院などの 留学生向けの ，半使 で 「速成教育」を 受け 

るとともに、 留学生会館や 同郷 組織に集い、 会 政治や社会、 文化について 語り、 行動し七「留学生会 

棺 」は、 そんな彼ら ク W 社交の場であ り、 結束の場であ った。 彼もまたこの 留学生社会の 一員として、 祈 紹興出身学生との 記念写 其 (l9 ㏄ ) 

江 省の同郷 会 誌であ る 下漸 江湖上にⅡ 、 説や論文を投 枯   L たり、 ，村女の教育 J7 歩 l に 肋援 するストライギに ィ女タし 甘り弔枯す 人イ 麦タ l 左     

参加したりしている。 生駒 友 、 許表裳 と 知り合ったのもこの 町 期 であ った ， 

しかし「藤野先生」に 語られているよ う に、 周樹人は一方で「留学生会館」に 象徴される留学生社会に 対し冷めた視点をも f わていた。 医学 

によって祖国 ク ) 人々を救お う という意志を 固めた周樹人は、 弘文学院卒業後の 進学先に、 仙台の医学専門学校を 選んだ。 留学生が誰もいな 

い場所、 というク 5 がその 埋 l@ であ った。 
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            医学生・周樹人 
  

    

「学校の勉強は 大忙しで、 毎日一息つくこ ヒ もできません。 セ 時にはじまり 午後二時に 

は 終わるのですが、 小生は朝碇切ですからこれはまったく   仇です。 課目には、 物理、 化学、 

解剖、 組織、 独 乙な ビ があ り、 みな猛烈な速さで 目が回ろよ う です。 組織と解剖の ニ つの 

用語は、 ラテン ヒ ドイツを併用し、 毎日暗記せねばならず、 頭がたちまち 疲れます。 幸い 

先生のこ ヒは はまだなん出か 理解できますので、 もしうまく卒業でさたら、 人殺しの医者 

にはならずにすごだろうかと 思っています。 」 ( け ㎝ 年 ln 月蒋抑危 宛書簡 ) 

    
1   

周樹人が入学した 仙台医学専門学校は、 1887 年 ( 明治 2 のに第二高等中学校医学部として 発 

足し、 1901% 明治 34) に専門学校として 独立し仮のち 東北帝国大学の 医学専門部となり、 同大 

学の医学部発足に 伴って廃止された。 周樹人が来 仙 した当時は北日 フ村唯 ・の医学専門，学 校で 

三商・仙台医専正門 

聴 ' 穏礫 " 。 。 め 。 
  

蘇仁 

安 - （ 
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Ⅰ て Ⅰ・ ・ 宙 

あ り、 東北地方を中心に 全国各地で活躍する 多数の医師を 堆 出 。 入学，志願者の 増加により定員 

増や が 図られていた 

1904 左京明治 37)9 月 12 日、 明治 37 年度の入学式が k 平 キャンパス内の 講堂で行われ、 周樹 

人は医学生としての 生活をスタートする。 同級生は前年虜からの 落第組を含めて 145/ ㌧翌日か 

らは授業が開始され 7 し入学直後の 友人への 毒 捕で周樹人は、 周囲の日本人学生を 

「ここ 敗 日向こうの，￥ 生 社会にもかなり 入ってさっ ヒ 推察してみましたか、 その思想、 行 

ろは決してわが 震旦の青年の 上に出ろもので             ヒ 敢えて断言しましとう。 たた社交 か 

活発な点、 ては連中の方 かうれ手 てす。 ・‥」 ( 前記 蒋抑危 宛書簡 ) 

と 分析している。 彼にとって仙台医専での 学生生活は、 たった一人で「日本人学生社会」のなか 吏 郁弥の 桜吃艮い まの 片 ㍻ 寅襯巾 L 

に 入っていくことを 意味していた 

後に同級生が 語るところでは、 日本語での会話に 殆ど文帝泣く、 タバコを好み 同級生によくこ 

れを勧めたという。 教室では前から 2 、 3 列目の中ほどに 座ることが多力㌧たらしい。 

/  @liaS@oBa&W  @  38  @@(1905) 
',@@ 目の下宿・宮川家の @) 同宿 七ヒ ちと写真生 ] 力 5 局 樹ノ Ⅴその左下が 二商の留学生・ 妹 梯立主人が後に 樹皮 

たもの。 衷面 には 8 年後の漿状況が 古き込まれ @ ているが、 「周君Ⅱ ぬ君 」はともに「利則と 古かれ ひへ ろ。 周 樹 人は 

入学当初 に 止宿したが、 「あ る姓の沖こしたが ぅて 、 土 偲ひこの下宿 = 移ったという。 

右下 : 第一学期日学科第一年報 日條 表明治 37 年 l904)9 月ョ 套 自蔵 

周樹人入学キ 後のカリキュラム 朝 7 時乃至 8 時から午後は 2 時まで、 という 時 Ⅱ 細で あ っ 札 

)B4=i-7@@iz7:v.5 

左下 : 局 村人への八 % 可甘 交付指令 案 Bfej 台 37 者 19 ⑪ 9 月岩舘 蔵 
  一イ周樹 人 ノ 一介入 翔杵 。 " 」 ' 。 う 八 % 何 %" 用樹 " 。 廿 ""' 。 柄 " た 由 % の兎角 甜 "" 

入学は 7 月の医専八 % 合格発表の昧すでに 公表されていたが、 本メ鯨の               9 月に入 

って 力 ちだったらし、 末尾には 朱牽で 「 本ル         とあ も免除された 授辮端甘こ ィヒ 弗ヒと、 彼 

" 胸冊 q" 
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藤野 厳 九郎先生 
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「私の講義は、 筆記でさますか」 ヒ 彼は尋ねた。 

「少してさます」 

「 手寺 ってきて見せな・ さ ⅠⅡ 

私は筆記した - ノートを差出した。 彼は 、 受け取って、 一、 二日してから 返して 

くれた。 そして、 今後毎週持っ て キ - て ふ せろように、 ヒ 言った。 持ち 挿 つて 開 

いてみたとさ、 私はびっ / Ⅹ し た そ し で同時に 、 あ ろ種の不安 ヒ 感激どに 襲 一 @ は 、 Ⅱじ で、 全部朱筆で添削してあ った。 多くの抜けた 箇所が古き加えられて ハ @@ @ ｜ sssss.s ， ，，り ・ ｜ @ @ Ⅰ ， なく、 文法の誤りまて 、 一ダ 

訂正しであ るのだ。 それは彼の担当の 学課、 骨 学 、 血管 学 、 神経学が終わるま 

  「藤野先生」 ) で、 ずっとつづけられた。 

@ は 、 1874 年 ( 明治 7 こ 生まれ、 愛知医学校 同 

治 34)10 月に仙台 J 判旦当 講師とし " 引 lU @ 

描 かれ赴任し六 % 周樹人力仙台に 来たときには 30 歳で、 この年教授に 昇任している。 

によれば、 最初に授業を 受けた 辮チづ 週間後の土 

た時力ち 、 ノートの添削がはじまったという。 添は lJ は 

実習など実習的な 科目に移ってからも、 よ 

ては指導を受けていたという。 

1926 年、 魯迅は仙台時代をテーマとした を 著し、 こ う 評した， 

彼の私にたいする 熱心な希望と、 倦                           ては中国のためであ 

リ 、 中国に新しい 医学の生まれろ こヒ を希望するものであ ろ。 大にしては学術 

のためであ               。 医学の中国へ 伝わろ 二ヒを 希望す る ことで 方，る 。 彼の性 

格は、 私の目 艮中 ! こお また，心理 !.-- お 偉大 - て ・ 方 ， プレ @ ， 

が 日本で刊行される 際、 魯迅は訳者の 増田渉ら ヰ こ対 

生 』だけは入れてほしい、 と注文を つ け 仁 退学以来 昔 

取れるかもしれ ぷよ い、 ことだという。 しかし 

i 

魯迅はその生涯 @ Ⅲ j 増田から送られた 

を手にするのは、 その 3 ケ 用後であ った ， 

  、 刊 、 
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藤野 厳 九郎仙台医専教授辞令 

明治 37 年 7 月 6 ロ / あ わら 市麟蛇 tL 郎言己 全曲目 域 

  

    、 』』 主 

  

  

 
 

 
 
目 " 

仙台 医ま 四号教室 ( 「仙台医学専門学校在学記俳ゅ 古」 よ り ) 

" 時 " 。 裸麦。 "" 献 、 用搬入 " 牢頃 " 4 目は 4 号教室で行われ 入学直後のあ る 土 晦日、 

た 。 最初の授業もここで 行われたことだろう。 よう指示し力も 

「仙台医学専門￥ 4 交 在学記俳 帖 」より ) 

塀 "" 。 " 甦 "" 。 " 。 。 "" 。 。 "" 。 。 



w 医学から文学へ   
Ⅰ 

講技 が一 く ざりしてまだ 時間にならない ヒ 吉 - な ヒ ・Ⅱ l ま 教師は風景や 二 ュ 

一ス の 西片を映して 学生に見せ、 それで余った 時間を ぅ めるこ ヒ もあ った。 

時 あ たかも 日皓 戦争の際なので、 当然、 戦争に関する 両用 がヒヒ較 的多かった。 

私はこの教室の 中で、 いっも同級生たちの 拍手 ヒ 喝采に調子を 合わせなけれ 

はなしなかった。 あ ろ ヒさ、 私は突然画面の 中で、 多くの中国人 ヒ 絶えて 久 

  

 
 

しい面会をした。 一人がまんなかにしばられており、 そのまわりにおおぜい 

立っていろ。 どれも屈強な 体格だが、 表情は簿ばんやりしていろ。 しばしれ 

ていろのはロシア 軍の ス バイをはたりいたやつで、 見せしめのために 日本軍 

の手で首を斬られよう ヒ している ヒ ころであ り、 取り囲んでいろのは、 その 

見せしめのお 祭 りさわざを見に 来た連中 ヒのこヒ であ った。 

この学年がおわわれ う ちに、 私は東京へ出でしまうた。 ( 「 % 減」自序 ) 

イこ ⅠⅠ "   
  
一 ' """ 一 --     軽臆 。 

i 一一 --   
  

    II@       U 

ⅠⅠ 

仙台三 % 六号 廿段抜 圭の幻灯 砧 
( 「仙台医学専門学校在学記俳 帖 」より ) 

現存する「階段教主 ミ @ げコ かつての康子。 幻灯機が 氏 かれている。 

のさなかに細菌学の 授業で見た幻灯写真が、 医学生・周樹人に 文学 

者としての道を 歩ませる出発点となったことは、 初の小説 集圧 哨戒』 (1923 ゆ 自序 

以来魯迅がしばしば 語るところであ る。 その真実性については 評価が分かれる 

が 、 仙台医専で幻灯機が 使われ日露戦争に 関するスライドが 上映されたことは、 

現在残されている 資料からも確認できる。 少なくとも医専 勃ま で兄 た 幻灯写真が 、 

藤野先生の思い 出と共に、 留学生・周樹人、 作家・魯迅の 記ほの中に、 重要な意 

味 な 3 手って永く留められていたことは 認められよう。 

肉体ではなく、 精神の改造こそが 中国の人々にとって 必要だ、 との思いを強め 

た 周樹人は、 1906 年 ( 明治 39) 春に仙台医専を 退学する。 退学を報告する 周樹人 

に 悲哀の色を浮 べ 嘆息した藤野先生は、 仙台を去る数日前彼を 家に呼び、 裏 に 

ノ リ 餓山 と二字 翻 、 れた写真を一枚手渡した ， 

          その後東京に 戻った周樹人は、 早速「精神の 改造を実 跣 するための 

    - に取り組むが、 やがて帰国。 しばらくの「沈黙」を 経て、 1918 年 ( 大正 7) 、 戦場の様子を 伝える 申 S9 頭 @ の窩「中肋 卸や 「 麟折世コに 出てくる 処 

名を知らしめた「狂人日記」を 発表する。 その後も鋭い 筆致で次々と 作品を世に 用 ゆ競田 ない。 

夜ご 出仕事に倦んでなまけたくなる ヒさ 、 仰いで灯火のなかに、 彼の黒い、 

    度せた、 今にも抑揚のひどい 口調で語り出しそうな 顔を眺めや るヒ 、 たちま 

ちまた私は知むを 発 」、 かつ勇気を加えられる。 そこでタバコに 一本火をつ 

け、 再 び 「正人君子」の 連中に深く憎まれる 文字を古きつづけるのであ ろ。 

( 藤野先生 ) 

 
 

  

乙 ⅡⅡ Ⅱ 

蒜 

Ⅰ
 

ノ
  
 

 
  

 

」
 

送り出し、 中国、 そして日本でも、 広くその名を 知られていった ， 

藤野先生 力 、 ら 送られた一枚の 写真はこの「 魯 辿の書斎に飾られ、 彼の心を絶 

えず励ましつづけたという。 

  

ば 。 Ⅴ 、 

  
  

上 : 滴目留学生監督 李宝 巽からの周樹人退学報告 

( 復原資料 )  明治 39 年 V908)3 月 6 日当館 蔵 

左 : 日本人学生による 送別記念撮影 

明治 39 包 19 ㏄ )3 月 

後列左端が周樹人 



学都仙台・留学生小史 

破 か仙台に 来 た 1 ㏄が 只 明治 37) から、 日中城 争 開始こより 殆 との留学生か 帰国す 

る l937 年 (@@g 和 12)@ まて、 仙台ては 毎 4 弓ポ 色 えることなく 新しい留学 牲扮ま 来ては、 東北 

帝国大学や二 高 ・医専・ 高 TX なとの官立学校に 入学してい 仮 その数は l942 目昭和 

l7) ま - 「 0 コ 統計で合引 6:16 人を超える。 このうち中国人留学生は 414 / 《専攻 生 含む ) 

- Ⅰあ る。 

戦前期において 最も多くの留学生か 集まっていたのは、 魯迅 か 仙台を去って 間も 

ない 19 ㏄ 年 G 努治 41% ち 1911 年にかけての 時期てあ る。 この」 期い ら第二高等学校、 

仙台医学専門学校、 仙台高等工業学校の 官立 ( 国田 3 校て本格Ⅳ J な留学生受け 入れ 

人 

杖を 

  

4, 

  
サゼ 

のであ る。 この時在学中の 留学生も多数帰国したが、 このとき仙台医専の 生徒は、 千 仙台医専を卒ました 留学生から藤野先生への 甘柿 

莱 医専を中心屯する 他の医学専門学校の 留学生と連携して 戦地での にあ た 福井県あ わら 市 藤野 厳 九郎記念館所蔵 

る 「紅十字 隊ョを 結成しまも当時学校側は、 事 損料 T 吉村 ヒ したあ と再び学問を 継統する   
意思があ る場合には復校を 認める、 との方針で彼らを 送り出している。 医学生が旅立 

っ 当日の駅のホームには、 彼らを見送る は 先生の姿があ ったという。 

仙台初の外国人「大学生 @ は、 1915% 大正 4) に 東メヒ 帝国大学理科 k 弾の化 ギ軒斗に 

入学した 鄭 貞文， 鄭 氏は第二高等学校の 卒業生でもあ る、 そクコ 後 l920 年 ぜ調 ちは 紺         

お m ョ りに中国人留学生が 東北帝国大学に 入学するようになり、 その数も、 変動を見せつ 

つ 徐々に増えていっ 仁もちろん、 のちに中国ヰ 治 、 湾・日本等で 重要な 

留学生も少なくない。 l920 乍に 人 ，学した 陳建功 (1893-   l971 は 、 同じく理学部の 数学 一 雛 1902-2003) とともに中国における 近趨 学の開拓者として 国離 

として知られ 七九州帝大卒業 径統 (D コ l923 乍から数年間東北 上 : 日本初の外ロ 騨 Ⅰ 士 

(1897 一 l952) も 、 優れた医学者であ るとともに、 魯迅に 棟建功 (3 タ Ⅱ 日 中央 ) 

  郁達夫らと 共 4 こ 活躍した，上海在住中の 魯迅とも 親 WE@       

練歩 舌 とともに中国近代数学の 卸 段 者と 

1 ㏄ 0 年 Q 酪日 5) には東北帝国大学で 留学生の大士愛人が 計画され 仁 しかし中日 レこ活埼し厄 

関係の悪Ⅰははりこお % 十分実現せず、 逆に l938 年 ( 昭和 l3) 以降は日中両国が 交戦 

吠鹿 皓 なり、 中華民国政府の 留学生派追は 停止され 7% 右 : 仙台日華学友会会 車 

戦後も中華人民共和国からの 留学生は永く 途絶えていとしかし l979 年 ( 昭和 54) 19l3 年 ( 大日 2 月生食前 鼓 

以降の により 日 オコ留学 @% 吋客 あ 的に再開され、 近年その増加は 著しい。 三苗、 仙台医専・ ィ ll@ さ，む @ の官立 

20[n3 年 ( 平成 l5) の統計によ ォ リ ブ 、 東北 だ洛こ 在学する中国人留学生は 385 人、 韓 3% 乃 留学生田 

国 台湾を含む東アジア 地域全体では 桝 7 人を数えている。 発起人として 結式し 

在仙 官立 4 校の中国人留学生人学者 
東北帝国大学への 留学者の出身地割合 

い 東北帝大口車二市 憶 学校■仙台医学 ヰ円宇拍 ■仙台高専 ェ粟 学校 l 
(1942 年以前の入学者 )   

ど フィリピン・ イタリア・ 6r l l 

Ⅰ
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いました。 

東北大学が伸 援 されたのは 悠迅が 仙台を去った 翌年の 1907 年 ( 明治 40 年   ) 。 片平ギャンパスに 

大学の建物が 建てられるのはさらに ョ 午後 (D 1911 年 ( 明治何年 ) になります。 その後㍽ 末 ～ 昭 
平 キャンパス大友造のなかで、 大 や理学官 ロィヒ ，半平ゆコ 

し、 現在のような 姿となっています。 

ji@@Tiwer.   ー C お卸 、 合せ「さ い， 

口 1904 年頃 の片平地区 トく 、   

' 一 
■■ 1 

日 

陣
虹
 

%
 
だ
・
 

  

  

ゴ Ⅰ・ ， 屈 

  

一 「階段教室」とその 周匹     

二つの 学 枕 か構 かれていました ， 正 「りは二高・ 医専とも片平 丁に 面した現在の 二面記念 死 付近に 

設けられていましたが、 医専の校舎は 東よりあ ったため、 医専 生 はもっぱら東門 ( 現在 か允体 科学 

研究所西側付近 ) を使ったと言います。 当時は桜小路 ( 一番町の延長。 現在の七円に 通じる 道 ) よ 

り 東側は市佳所 r- で、 東門からこの 通りに出た付近にあ った「晩翠 沖 というミルクホールに、 缶迅は 

よく出入りしていたと 言います。 

室 ・キャンパス 計画室 接 つながっていました。 片ヤ キャン パ 

Ⅰ
 

 
 

Ⅰ
 

Ⅰ
Ⅰ
 

巧
 

か
 
"
 
卜
ト
 
"
'
;
'
 
'
;
'
;
 

'
 
ニ
 
Ⅰ
 
姦
 

ザ
 
@
.
,
@
,
.
@
@
Y
@
 

て
 
ナ
 
.
,
,
 

@
 

( 見判 こは予約が必要です ) 

穏
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東 Ⅱ ヒ 大学史 十 4 合官展示室 

東北大学の歴史に 関する展示を 行ってい 

ます。 

う 

 
 甲
 

蕊 ， 脇 、 ，ま 
現在の建物 
①東北大学史料館 ②大学本部 

③東北大学 ゴヒ門 ④東北大学正門 

⑤本部 2 号館 ⑥流体神学研究所 

の素材工学研究棟 

" 」 。 コ " @ 
年央 月施紐 現在の大学 俺旺 踏段教主の現 世 Ⅰ仙台五 % の 碑 ・Ⅰ 迅像 

1% Ⅱ年頃 の建物 

A  仙台医専六号教室 ( 現存「 階 拝受教室」 )  B  同四号教室 

C 第二高等学校講堂 D 東門 

三 第二高等学校仙台医専正門 Ⅰ第二高等学校本館 

G 運動場 

魯迅先生 東ゴ 休学留学百周年十俳持別段パンフレソト 魯 ; 旦 Ⅰ歴史のな カ ) の 留学生 
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